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東部公民館だより
蒲郡市東部公民館
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月曜はお休みです
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令和 7年 新春 グ ラ ウ ン ド ゴ ル フ 大会

新 年 交 礼 会 の 報 告
令 和 ７ 年 １ 月 １ １ 日 （ 土 ） に 新 春 グ ラ ウ ン ド ゴ

ル フ 大 会 と 新年交礼会 を開催 し ま し た 。

グ ラ ウ ン ド ゴ ル フ 大 会 に は 、 ６ １ 名 の 参 加 申

し 込 み が あ り ま し た が 、 イ ン フ ル エ ン ザ 等 に よ り

３ 名 の 方 が 欠 席 さ れ 、 ５ ８ 名 が １ １ チ ー ム に 分

か れ 、 東 部 小 学 校 の 運 動 場 に 設 置 さ れ た ８ ホ

ー ル で 腕 を 競 い 合 い ま し た 。 風 も な く 、 よ い 天

気 の 中 で 、 和 気 あ い あ い と 、 時 に は ホ ー ル イ ン

ワ ン に 大 き な 歓 声 を あ げ な が ら プ レ ー す る 様 子 が 見 ら れ ま

し た 。 午 後 の 成 績 発 表 を 楽 し み に 、 競 技 を 終 え た 方 か ら 一

度帰宅 さ れ ま し た 。

1 2時 半 、 公 民 館 研 修

室 に 再 度 集 ま っ て い た だ

き 、 グ ラ ウ ン ド ゴ ル フ 大

会 の 成 績 発 表 と 表 彰 式

を 行 い ま し た 。 1 0位 ま で

の 入 賞 者 は 右 の 表 の 通

り で す (打数が同じ場合、

年長の方が上位になります )。

優 勝 ・ ２ 位 ・ ３ 位 の 方 に 、 金 澤 裕 生 東 部 地 区 自 治 協 議 会長 か ら ,表 彰 状 と ト ロ フ ィ ー 、

副 賞 を 贈 呈 し て い た だ き ま し た 。 さ ら に 、 大 場 館 長 か ら 、 と び 賞 （ １ ０ 位 ・ ２ ０ 位 ・ ３ ０ 位 ・

４ ０ 位 ・ ５ ０ 位 ） の 方 と ブ ー ビ ー 賞 の 方 に 、 賞 品 を 贈 呈 し ま し た 。 ま た 、 ７ 名 の ホ ー ル イ ン

ワ ン 賞 の方 （ 今 年 は多 い！ ） に も 賞品 を お渡 し し ま し た 。

こ の 後 の 新 年 交 礼 会 に は 、 来 賓 と し て 鈴 木 蒲 郡 市 長 は は じ め 、 今 枝

衆議 院議 員 ・ 大 嶽衆 議院 議 員 ・ 喚 田 県 議 会 議 員 ・ 大 場 市議会 議員 も お

越 し い た だ き ま し た 。 東 部小学 校 の校 長先生 、 東 部保育 園の園 長 に も ご

参 加 い た だ き ま し た 。 ご 来 賓 方 々 は 、 東 部 地 区 の 皆 さ ん と 親 し く お 話 を

し て い た だ け ま し た 。

ご 参 加 の 皆 さ ん も 知 り 合 い の 方 や

出 席 さ れ た 皆 さ ん と 話 が 弾 み 、 楽 し

い ひ と と き を 過 ご さ れ た こ と と 思 い ま

す 。 会 場 の 準 備 や 甘 酒 等 の 接 待 に ご 協 力 い た だ い

た女性部の皆 さ ん ご 協 力 あ り が と う ご ざ い ま し た 。

優勝 小田　弘子 21打

準優勝 野澤　良雄 22打

3位 野澤　ミサ 22打

4位 大場　康議 22打

5位 髙崎　紘一 23打

6位 足立八重子 23打

7i位 中満けい子 23打

8位 西浦　正行 23打

9位 西浦　尚登 23打

10位 高橋　啓至 23打

とがみくるりんバスだより

１２月の乗車人数は合計２２６人で
した。１便当たり平均乗車人数は2.2
人です。
４月から１２月末までの利用者数が

２，３００人と、この公民館だよりが
届く頃には、昨年度１年間の利用者数
を超えていると思われます。ありがと
うございます。日頃からたくさんご利
用をいただいているおかげです。これ
からも便利で快適な「とがみくるりん
バス」をぜひご利用ください。
１年でもっとも寒い時期が来まし

た。屋外ではバスの短い待ち時間でも
体が冷えます。寒さ対策をして暖かい
服装でお出かけくださ
い。



今月の掲示板は、１年生の図工作品です
1月22日より公民館玄関掲示板の作品は、東部小学校1

年生の図工作品です。『ふわっと ぎゅっと おはなが

みの絵』というテーマで、お花紙の感触を味わいながら、

形や色、さわり心地を楽しんで絵にしました。スペース

の関係で、A組の児童の作品は、1月22日から2月12日まで、

B組の児童の作品は、2月13日から2月28日まで展示します。

和室の入口には、6年生が、

総合的な学習の時間に「蒲郡の未来」について学習し、自分の考

えをまとめたポスターが展示してあります。『蒲郡の良い所』を

まとめたポスターには、「自然が豊か」「人がやさしい」「食べ物

がおいしい」の3点がその理由とともに書いてあります。『蒲郡の

問題点』では、「ゴミ問題と人口減少とくらしにくさ」をあげ、

その解決に向けた考えが示してあります。緑色の台紙には、『蒲

郡未来プロジェクト』として,蒲郡の良さと問題点を学んだ上で、

「がまみらアクション」として、地域の方への挨拶、完食など自

分たちのできる6つの行動目標を考えています。

お近くにお越しの際は、ぜひご覧下さい。

東部公民館
図書館分室より

蒲中親子ふれあい資源回収お礼

１１月９日（土）に実施しました「親子ふ
れあい資源回収には、多くの皆様にご協力い
ただき、本当にありがとうございました。
おかげさまで多くの資源を回収することが

でき,市からの奨励金を含めて、１８６，５
９５円の収益となりました。
生徒たちは、資源回収を通して，環境に対

する認識を深めたり、共に汗を流したりする
ことで、勤労の大切さや協力の大切さを学ぶ
ことができました。これもひとえに、地域の
方々の温かなご支援があったからこそと感謝
しております。
これらの収益を，学校生活の充実のために

活用させていただきます。
ありがとうございました。

蒲郡中学校
ＰＴＡ会長 武市 教児
事業部長 横田 真里
校 長 伊藤 孝明

第24回東部地区公共交通 (くるりんバス)協議会

報告
1月21日(火)午後7時より東部公民館大会議室にお

いて、第24回東部地区公共交通協議会が開催されま

した。参加者は、五井・平田・豊岡1区・豊岡2区の

総代・副総代及び、前総代の地域の代表者と民生委

員会会長、女性部長、東部小学校校長に公民館から

館長と主事が参加しました。蒲郡市の方からは、生

活部交通防犯課から課長、係長、担当職員の方が参

加いただきました。

はじめに、「協議会のこれまでの取り組み」につ

いて説明がありました。

平成30年に第1回～8回協議会を毎月開催し、運行

計画案（路線、停留所位置、名称など）を協議しました。協議会の例として、「サンヨネに

バス停を作ってほしい」という声もあったそうです。しかし、サンヨネは周りの道が狭く、

駐車場はいつも満車でバス停のスペースが作れないという理由で作れなかったそうです。

令和元年度、愛称とシンボルマークを募集、愛称を「とがみくるりんバス」に決定し、

令和元年度は、第9回～14回の協議会。令和2年度は、第15回～18回の協議会。1周年記念事

業を実施。令和3年度は、第19回～21回の協議会。会長を前総代の輪番制にする規約改正。

令和4年度は、第22回協議会。週4日の運行に。令和5年度は、第23回協議会。

と長々、経過をたどりましたが、多くの協議があって今の「くるりんバス」が運行でき

ていると言うこと感じたからです。

次に令和6年度の利用実績について報告がありました。令和2．3．4年度はコロナのため

利用者数は横ばいでしたが、昨年度から週4日の運行になったこともあり、利用者数は増え

始め,今年度は、12月時点で昨年とほぼ同数になり、年度末には過去最高の総計になります。

ただし、1便あたりの乗車人数は2.3人程度で,さらなる利用が望まれます。

利用促進の一つのアイディアとして、東部小学校の校長先生から「子どもの学びの成果

として,バスの中で地元紹介のアナウンスを流すことはできないか」

というご意見をいただきました。バスに放送設備があるかどうか調

べることから検討していくことになりました。

市の公共交通会議の報告として、令和7年10月からの運行開始を

目指して,塩津地区でのくるりんバス運行のための協議が進んでい

ると言うことでした。

最後に、市の方から、『とがみくるりんバス停留所の標識への広

告募集』の依頼がありました。月額1000円でバス停の標識へ広告を

掲載していただける方を募集するというものです。詳しくは,蒲郡

市の公式ホームページ（交通防犯課）に詳しく募集内容等が示して

あるそうなので,ご覧いただき、ご協力をお願いしたいということ

でした。


